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帯広市小学校長会は，市内２６校の会員で組織さ

れている。今年度は，転入２名，採用３名の新会員

を迎え，４月１１日に総会を開催し活動方針や予算

を決定し，大場会長のもと「信頼と絆」を大切に共

に前進する校長会として活動を進めている。 グリーンパーク

Ⅰ 本年度基本方針

帯広市小学校長会は、結成以来、帯広市の

小学校教育の充実・発展のため、たゆみない研

鑽とその実践を積み重ねてきたところである。

今日、知識基盤社会への新たな進展やグロー

バル化の進行とともに、世界に類を見ない速さ

で進む少子高齢化の中にあり、先を見通すこと

が難しい時代を迎えている。そのような激しい

変化に対応し、接続可能な発展を実現できる社

会への転換を図るために、多様性を基調とした

自立・協働・創造をキーワードとした生涯学習

社会の実現が求められている。教育においては、

教育再生実行会議の提言や中央教育審議会の答

申への対応等、新たな時代の要請に応えるため

の教育改革のときを迎えている。

こうした中、学校においては、校長の明確

なビジョンと鋭い時代感覚の下、創意ある取

組と組織の活性化を図り、生きる力を育む教

育課程の編成・実施・評価・改善に努めなけ

ればならない。また、きめ細かく質の高い指

導の充実、地域全体での学びの促進などによ

り、変化が激しく多様性が一層進行する社会

を生き抜く実践的な力の育成が求められてい

る。さらに、いじめ・不登校等の生徒指導、

教職員の資質能力の向上、学校職員人事評価

制度の定着、特別支援教育の充実等、緊急か

つ重要な課題が山積している。とりわけ、「オ

－ル北海道で目指す学力向上・体力向上」は

喫緊の課題である。

一方で、児童の安全安心を脅かす事態が頻発

し、憂慮すべき状況になっているため、現在の

取組を継続・強化させていくとともに、様々な

危機への対策を構築し、推進していかなければ

ならない。特に危機管理マニュアルの不断の見

直しと危機管理体制の充実が求められている。

我々校長はこのような現状を深く認識し、

「学校からの教育改革」を基本に「今、学校

が果たすべき役割・機能はなにか」を問い続

け、校長自らの主体性と責任に基づいた確固

たる教育理念や将来へのビジョンをもち，マ

ネジメント能力を高め、英知と情熱を傾注し

ながら今日的教育課題の解決のために強いリ

ーダーシップを発揮し、創造的で信頼される

学校づくりに邁進しなければならない。

そのためには、校長自らが志を高く掲げ、

研鑽に励み、校長同士が互いに切磋琢磨する

ことで力量を高め、学校経営に全力を傾注し、

本市教育の使命と責任の重要性を一層自覚す

るとともに、帯広市教育基本計画の理念及び平

成２８年度教育行政執行方針に則り、市民の負

託と信頼に応える小学校教育の推進を期する。

なお、帯広市小学校長会は、帯広市校長会

および北海道小学校長会の活動方針及び活動

内容を基本に据えて運営する。

Ⅱ 活動の重点

１ 校長がリ－ダ－シップを発揮し，学校経営の

正常化に努める。

２ 校長自らがその責務を自覚し研鑽に励むとと

もに、指導性を発揮して教職員の意識改革

資質能力の向上、服務規律の厳正な保持

に努める。

３ 開かれた学校を一層推進し、市民から信頼

される学校づくりに努める。

４ 創意ある教育課程の編成・実施・評価・改善



に努める。

５ 帯広市独自の「エリア・ファミリー構想」や「こ

ども学校応援地域基金プロジェクト」に基づ

く幼保小中及び地域との一層の連携を図り

情報交流と危機管理の徹底に努める。

６ 町内会や関係機関と連携し，地域ぐるみで

安全安心な学校づくりに努める。

７ 本道・本市の教育をめぐる教育諸条件を把

握し，その改善充実に努める。

Ⅲ 各部の活動方針

１ 研修部

今日的教育課題や当面する学校経営諸課題

の解明と新しい時代の要請に応える学校経営

の充実・発展に資するため，校長としての専

門的職能向上を図る研修に努める。

(1) 職能向上に関する研究委員会の推進

教育の動向をを捉え，今日的な課題の解

決を図るとともに，地域に根ざした教育の

在り方を探求し，その内容を広く交流・発

信していく。

①学校経営委員会

・学校経営ビジョンの策定と実現

・校長のリーダーシップ

・学校評価・人事評価をツールとした組織

マネジメント

・教職員の服務規律保持

・ミドルリーダーの育成（現職セミナー）

・校内組織の活性化

②教育課程委員会

・生きる力を育成する教育課程の改善

・確かな学力の定着・向上

・道徳・健康教育の充実を目指す教育課程

の研究

・社会形成能力の育成

③危機管理委員会

・安全安心な教育環境と安全教育の推進

・子どもの健全育成

・いじめや不登校を生まない学校づくり

・危機管理に強い組織づくり

・不当要求への対応

・個人情報の保護や情報公開への対応

④教育課題委員会

・食育・体力向上の推進

・環境教育，特別支援教育の推進

・キャリア教育の推進

(2)学校経営基礎研究

採用校長及び転入校長を対象に学校経営

について交流・研修を行う。

(3)各種研究大会の参加に係わる業務

①第６８回全連小研究協議会高知大会

②第５９回道小教育研究小樽大会

(4)学校経営研究協議会

(5)研究紀要「教育新潮」発行

２ 事務部

「情報」「対策」「経営」の業務を創造的・効

率的に行い，課題解決に資する。

①情報担当

・小中合同による広報活動

・「校長交流」発行

②対策担当

・教育条件整備に関する調査・分析・要請

活動（道小と連携を図る。）

③経営担当

・法制に関する研究

・十勝・帯広地区の教育経営・法制研究会

の企画運営

３ 厚生部

本会会員の福利厚生及び会員相互の親睦を

目的に中学校長会と企画運営に当たる。

４ 役員会

会員の意見や課題を的確に把握し，事前に

対応を協議し，具体的な方策を打ち出す等，

円滑な推進に努める。

Ⅳ 役員

会 長 大場 渉 （柏 小）

副 会 長 西保俊太郎 （緑丘小）

事務局長 山崎 則夫 （啓北小）

事務部長 高原 茂雄 （北栄小）

研修部長 真下 正則 （大空小）

会 計 早川 一之 （明和小）


